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（別紙第１‐１号様式）

令和６年度医療提供体制施設整備交付金における事業計画評価シート 

神奈川県 

１ 事業の概要 

（金額の単位は千円）

補助金等 

名称 
医療提供体制施設整備交付金 補助年度 令和６年度 

担当課 神奈川県健康医療局保健医療部医療整備・人材課 

事業名 事業分類 総事業費
(補助対象経費分) 

県 

補助額 

国庫 

補助額 

１ 休日夜間急患センター施

設整備事業 

医療計画等の推進に

関する事業 

139,216 9,274 9,274 

医療計画等の推進に関する事業 139,216 9,274 9,274 

合計 139,216 9,274 9,274 

目的等 １ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・休日夜間急患センターの施設整備を推進することで、地域の初期救急患者の

医療を確保するともに、二次・三次救急医療との連携体制のもと、総合的な救

急医療体制の充実を図る。

整備の 

現況 

１ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・初期救急（医科）については、休日夜間急患診療所等（48か所）及び在宅当

番医制で実施している。

医療計画

における

位置づけ 

１ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・軽症患者の二次・三次救急医療機関への流入抑制を図るため、休日夜間急患診

療所等の初期救急機能を強化し、二次・三次救急医療機関の診療負担の軽減を

図る。 

２ 事業の実施状況・実績 

（１）休日夜間急患センター施設整備事業

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 ■ 事業実施 有

□ 事業実施 無

資料６別紙
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事業の進捗状況 

 

 

 

■ 計画通りであった 

□ やや遅滞した 

□ かなり遅滞した 

□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 

 

 

■ 適正に支出している 

□ 支出に問題有り 

□ 補助金返還の必要有り 

□ その他 

 

整備後 

の状況 

 

○栄区休日急患診療所及び金沢区休日急患診療所の建替え新築により、横浜医

療圏の初期救急医療体制の充実が図られ、地域の初期救急患者の受入体制が

強化された。 

 

 

３ 総合評価 

 
 
 
 
 
 
 
 

本県では、保健医療計画において、小児救急や周産期救急も含め、プレホスピタル・

ケアから、初期、二次、三次の救急医療まで、病状に応じた適切な医療が受けられる

よう、それぞれの機能の強化を図り、施設設備の整備・充実に取り組むこととしてい

る。 

令和６年度医療提供体制施設整備交付金を活用した各施設整備事業により、「初期救

急機能」及び「災害時の病院の機能」の更新及び強化を実施し、地域医療圏における

医療提供体制の強化が図られた。 

また、各施設整備事業の実施のプロセスにおいて、計画どおりの進捗により実施さ

れ、事業の支出状況も適正に行われた。 

以上の点から、本県の令和６年度医療提供体制施設整備交付金における事業計画に

位置づけられた事業内容は、適切なものであったと評価する。 
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（別紙第１‐１号様式）  

令和６年度医療提供体制施設整備交付金（令和５度補正繰越分）における事業計

画評価シート 

 

 神奈川県  

１ 事業の概要 

                             （金額の単位は千円） 

補助金等 

名称 
医療提供体制施設整備交付金 補助年度 

令和６年度 

（令和５年度 

補正繰越分） 

担当課 神奈川県健康医療局保健医療部健康危機・感染症対策課 

事業名 事業分類 総事業費 
(補助対象経費分) 

県 

補助額 

国庫 

補助額 

１ 地域災害拠点病院施設整

備事業 

医療計画等の推進に

関する事業 

82,176 7,800 7,800 

医療計画等の推進に関する事業 82,176 7,800 7,800 

合計 82,176 7,800 7,800 

目的等 １ 地域災害拠点病院施設整備事業 

・災害医療支援機能を有し、24時間対応可能な救急体制を確保する災害拠点病

院として、必要な施設を整備することにより、災害時の医療を確保する。 

整備の 

現況 

１ 地域災害拠点病院施設整備事業 

・災害拠点病院として35病院を指定しており、これらに必要な施設の整備を進

めている。 

医療計画

における

位置づけ 

１ 地域災害拠点病院施設整備事業 

・災害拠点病院の施設整備等を進め、災害時の病院の機能強化を図る。 

 

２ 事業の実施状況・実績 

（１）地域災害拠点病院施設整備事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 

 

■ 事業実施 有 

□ 事業実施 無 
 

事業の進捗状況 

 

 

 

■ 計画通りであった 

□ やや遅滞した 

□ かなり遅滞した 

□ 計画変更の必要性がある 
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事業費の支出状況 

 

 

■ 適正に支出している 

□ 支出に問題有り 

□ 補助金返還の必要有り 

 

整備後 

の状況 

 

○関東労災病院及び北里大学病院の施設整備に伴う地域災害拠点病院として

必要な補強に対して補助を行うことで、災害時の病院の機能強化を図ってい

る。 

 

 

 

 

３ 総合評価 

 
 
 
 
 
 
 
 

本県では、保健医療計画において、小児救急や周産期救急も含め、プレホスピタル・

ケアから、初期、二次、三次の救急医療まで、病状に応じた適切な医療が受けられる

よう、それぞれの機能の強化を図り、施設設備の整備・充実に取り組むこととしてい

る。 

令和６年度医療提供体制施設整備交付金（令和５年度補正繰越分）を活用した各施

設整備事業により、「災害時の病院の機能」の更新及び強化を実施し、地域医療圏にお

ける医療提供体制の強化を図っている。 

また、各施設整備事業の実施のプロセスにおいて、計画どおりの進捗により実施さ

れ、事業の支出状況も適正に行われた。 

以上の点から、本県の令和６年度医療提供体制施設整備交付金（令和５年度補正繰

越分）における事業計画に位置づけられた事業内容は、適切なものであったと評価す

る。 
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令和６年度医療提供体制推進事業費補助金における事業計画評価シート 

 

 神奈川県  
１ 事業の概要 

                                （金額の単位は千円） 

補助金等 
名称 

医療提供体制推進事業費補助金 補助年度 令和６年度 

担当課 神奈川県健康医療局保健医療部医療整備・人材課 

事業名 事業分類 総事業費 
(補助対象経費分)) 

県補助額 国庫補助額 

１ 救命救急センター運営

事業 

２ ドクターヘリ導入促進

事業 

３ 救急医療情報センター

運営事業 

救急医療対策事業 
 

同上 
 

同上 
 

17,288,277 

 

310,702 

 

76,521 

 

315,735 

 

305,822 

 

－ 

 

157,866 

 

152,911 

 

25,507 

 

救急医療対策事業計 17,675,500 621,557 336,284 

４ 周産期医療対策事業 

５ 周産期母子医療センタ

ー運営事業 

６ ＮＩＣＵ等長期入院支

援事業 

周産期医療対策事業

等 
同上 
同上 

1,178 

11,303,128 

 

374,020 

－ 

414,607 

 

30,064 

392 

414,607 

 

30,064 

 

周産期医療対策事業等計 11,678,326 444,671 445,063 

７ 歯科医療安全管理体制推

進特別事業 
歯科保健医療対策事

業 
961 961 961 

歯科保健医療対策事業 961 961 961 

合 計 29,354,787 1,067,189 782,308 

目的等 
【救急医療対策事業】 

・高度な診療機能を有する救命救急センターの充実を図る。 
・搬送時間の短縮を図るため、ドクターヘリを活用した救急搬送システムを整備す

る。 
・救急医療機関からの情報収集と消防機関等への情報提供により、救急患者の円滑

な搬送を図る。 

（別紙第１‐２号様式） 
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【周産期医療対策事業等】 

・高度専門的な医療を効果的に提供する、総合的な周産期救急医療体制を整備する。 
・周産期母子医療センターの充実強化により、周産期救急医療体制を常時確保する。 
・在宅に移行したＮＩＣＵ等長期入院児の在宅医療中の一時支援を図り、ＮＩＣＵ

病床の圧迫を抑制する。 

【看護職員確保対策事業】 

・外国人看護師候補者の日本語能力の習得及び外国人看護師候補者受入施設の研修

体制の充実を図る。 

【歯科保健医療対策事業】 

・安全で安心な歯科医療安全管理体制の整備を推進する。 

整備の 
現況 

【救急医療対策事業】 

・救命救急センターについては、令和７年３月31日現在、21か所を指定し、運営さ

れている。 

・ドクターヘリについては、運航に必要な経費の補助を行い、安定的な運用に努め

ている。 

・救急医療中央情報センターについては、救急患者の迅速な搬送のため、救急医療

機関情報の提供体制を24時間体制で整備している。 

【周産期医療対策事業等】 

・周産期母子医療センターについては、令和７年３月31日現在、総合周産期母子医

療センター５か所を指定、地域周産期母子医療センター17か所を認定し、計22か

所で運営されている。 

【歯科保健医療対策事業】 

・歯科医療関係者向けの安全管理に係るセミナー等を開催し、歯科医療安全管理体

制の整備に努めている。 

医療計画

における

位置づけ 

【救急医療対策事業】 

・救急医療体制については、初期救急医療から二次救急医療、そして高度で特殊・

専門医療が必要な重症患者を対象とする三次救急医療まで、役割分担と連携のも

とに病状に応じた適切な医療が受けられるよう体系的な整備を進めることとして

いる。 

【周産期医療対策事業等】 

・救急時に搬送先医療機関を迅速に確保する体制の整備や、レスパイト入院を行う

後方支援施設に対する支援等を行うことで、周産期救急医療体制の充実を図ると

している。 

 

２ 事業の実施状況・実績 

（１） 救急医療対策事業 

① 救命救急センター運営事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 
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事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 

整備後の状況 ・８か所の救命救急センターの運営に必要な経費の補助を行い、三次救急医療

体制の確保を図った。 

 
② ドクターヘリ導入促進事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

■ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
□ 補助金返還の必要有り 

 

整備後の状況 ・東海大学医学部付属病院へドクターヘリの運航に必要な経費の補助を行い、

安定的な運用に努めた。 

 
③ 救急医療情報センター（広域災害・救急医療情報システム）運営事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 



4/6 

整備後の状況 ・救急医療情報システムを運営し、応需情報の収集や提供を行い、救急医療中

央情報センターでは、医療機関や消防本部等からの2,259件の問い合わせに

対応した。 

 

（２） 周産期医療対策事業等 

① 周産期医療対策事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 

整備後の状況 ・周産期医療協議会を開催し、高度専門的な医療を効果的に提供するための周

産期救急医療体制の整備を図った。 

 

② 周産期母子医療センター運営事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 

整備後の状況 ・21か所の総合及び地域周産期母子医療センターの運営に必要な経費の補助を

行い、周産期救急医療体制の確保を図った。 

 

 

③ ＮＩＣＵ等長期入院支援事業 

項目 実施状況 特記事項 
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事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 

整備後の状況 ・在宅等に移行したＮＩＣＵ等長期入院児を保護者の負担軽減等を目的として

一時的に受け入れる（レスパイト入院）体制を整備している病院５か所に対

して受入体制に応じた補助を行い、ＮＩＣＵ病床等の確保を図った。 

 

 

（３） 歯科保健医療対策事業 

歯科医療安全管理体制推進特別事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

■ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
□ 補助金返還の必要有り 

 

整備後の状況 ・年１回歯科医療関係者向けの安全管理に係るセミナー等を開催し、歯科医療

安全管理体制の充実を図った。 
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３ 総合評価 

 
 
 
 

 本県では、保健医療計画において、小児救急や周産期救急も含め、プレホスピタル・

ケアから、初期、二次、三次の救急医療まで、病状に応じた適切な医療が受けられる

よう救急医療体制を構築し、それぞれの機能を強化するとともに整備・充実を図るこ

ととしている。 

令和６年度医療提供体制推進事業費補助金を活用した各事業により、医療計画の「５

事業」に位置づけられた「救急医療」、「小児医療」、「周産期医療」を中心に医療提供

体制の持続的確保が図られ、歯科保健医療対策事業により、歯科医療安全管理体制の

充実が促進された。 

また、各事業の実施プロセスにおいて、おおむね計画どおりの進捗により行われ、

事業の支出状況も適正に行われた。 

以上のことから、令和６年度医療提供体制推進事業費補助金における事業計画に位

置づけられた事業内容は、適切なものであったと評価する。 
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令和６年度医療提供体制推進事業費補助金（令和５年度繰越分）における事業計画評

価シート 

 

 神奈川県  
１ 事業の概要 

                                （金額の単位は千円） 

補助金等 
名称 

医療提供体制推進事業費補助金 補助年度 
令和６年度 

（Ｒ５繰越分） 

担当課 神奈川県健康医療局保健医療部健康危機・感染症対策課 

事業名 事業分類 総事業費 
(補助対象経費分)) 

県補助額 国庫補助額 

１ 災害拠点精神科病院等

設備等整備事業 

医療提供体制設備整備

事業 
401 200 200 

２ 災害・感染症医療業務従

事者派遣設備整備事業 
同上 8,816 2,488 2,488 

合 計 9,217 2,688 2,688 

目的等 【災害拠点精神科病院等設備等整備事業】 
・災害時において、災害拠点精神科病院やＤＰＡＴ先遣隊を有する病院が必要な役

割を果たすための設備整備に対する補助を行う。 
 
【災害・感染症医療業務従事者派遣設備整備事業】 

・災害発生直後や新興感染症まん延時における被災地等の医療機能の低下に対応す

るため、災害・感染症医療業務従事者を派遣する医療機関が派遣に要する設備整

備に対する補助を行う。 
整備の 
現況 

【災害拠点精神科病院等設備等整備事業】 
・災害時における災害拠点精神科病院において必要な診療継続のため、災害時に携

行する物品を整備した。 
 
【災害・感染症医療業務従事者派遣設備整備事業】 

・災害時における派遣先において必要な災害対応を行うため、災害時に携行する物

品を整備した。 

医療計画

における

位置づけ 

【災害拠点精神科病院等設備等整備事業】 
・災害拠点精神科病院との調整を進め、精神科医療において実効性のある災害対策

を推進する体制整備を図るとしている。 
【災害・感染症医療業務従事者派遣設備整備事業】 

・保健医療計画に位置付けられていないため記載なし。 
 

 

 

 

 

（別紙第１‐２号様式） 
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２ 事業の実施状況・実績 

医療提供体制設備整備事業 

（１） 災害拠点精神科病院等設備等整備事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

■ 適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
□ 補助金返還の必要有り 

 

整備後の状況 ・災害時において、災害拠点精神科病院が必要な役割を果たすための設備整備

に対する補助を行い、大規模災害に備えた機能強化を図った。 

 
（２） 災害・感染症医療業務従事者派遣設備整備事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 
 

■ 事業実施 有 
□ 事業実施 無 

 

事業の進捗状況 
 
 
 

■ 計画通りであった 
□ やや遅滞した 
□ かなり遅滞した 
□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 
 
 

□  適正に支出している 
□ 支出に問題有り 
■ 補助金返還の必要有り 

交付申請時と実績報告時の

経費見込差分の返還 

整備後の状況 ・災害時において、災害・感染症医療業務従事者派遣に必要な設備の購入及び

緊急車両の購入費（医療資器材等の購入も含む）に対する補助を行い、大規

模災害に備えた機能強化を図った。 
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３ 総合評価 

 
 
 
 

 県では災害拠点精神科病院及びDPAT先遣隊を有する病院が現在災害拠点精神科病院等

設備等整備事業の対象医療機関である。 
 また、令和６年４月１日の改正医療法により、新たに「災害・感染症医療業務従事者」

の位置づけがなされ、DMAT、DPAT先遣隊、災害支援ナースを保有する医療機関が災害・

感染症医療業務従事者派遣設備整備事業の対象医療機関となった。 
令和６年度（令和５年度繰越分）医療提供体制推進事業費補助金を活用した２つの事業

により、災害拠点精神科病院及び災害・感染症医療業務従事者（DMAT、DPAT先遣隊、災

害支援ナース）を保有している医療機関の派遣に必要な役割を果たすための設備整備に対

する補助を行い、大規模災害に備えた機能強化を図られた。 
また、各事業の実施プロセスにおいて、おおむね計画どおりの進捗により行われ、事業

の支出状況も適正に行われた。 
以上のことから、令和６年度（令和５年度繰越分）医療提供体制推進事業費補助金にお

ける事業計画に位置づけられた事業内容は、適切なものであったと評価する。 


